
                    

                 
 

 

【日本側コーディネーター及び拠点機関名】      

 

日本側拠点機関名 九州大学 

日本側コーディネーター所属・氏名 九州大学大学院農学研究院・平松和昭 

研究交流課題名 
東南アジア新興国流域圏における水環境統合管理ツールに関する

研究拠点形成と人材育成 

相手国及び拠点機関名 ベトナム・水資源大学（ハノイ校・ホーチミン校） 

研究交流計画の目標・概要 

［研究交流目標］
 
東南アジアの新興諸国では，農薬や化学肥料の投入量の増大や都市化・混住化の進行に伴う生活系排水の増大により，

農村地域や閉鎖性水域での水質汚濁が急速に拡がっている．高い農業生産性を維持しつつ，陸域から排出される汚濁負

荷を削減するとともに，下流の閉鎖性水域の水環境保全を図ることが東南アジア新興諸国では喫緊の課題となっている．

これに対して，流域圏における水質環境は，陸域上流から下流の閉鎖性内湾に至る流域圏の物質フロー系によって形成

されるため，水質保全のためには，陸海域流域圏全体の水循環系と物質循環系を総合的に俯瞰する，いわゆる統合的な

流域圏水環境管理が持続的な流域圏環境管理計画の策定において必要不可欠となる．本申請課題は，ベトナム農業開発

省の傘下にあり，地域密着型の研究教育を展開している水資源大学のハノイ校とホーチミン校のスタッフと連携し，深

刻な水質汚濁が進行中の北部・紅河流域圏と南部・メコン川流域圏を対象に，流域圏水環境統合管理手法を開発すると

ともに，流域圏水環境に関する研究教育の拠点形成を目指す．３年間の取組で得られる成果は，東南アジア新興諸国の

他流域圏にも活用可能であり，学術的意義，波及効果は大きい． 
本申請課題は，九州大学東アジア環境研究機構（RIEAE）の全面的支援の下，九州大学大学院農学研究院，九州大学

熱帯農学研究センターの研究者を中心に実施される．その RIEAE が実施している東アジア環境ストラテジスト育成プロ

グラム（EAESTP）を若手研究者の育成のために中核的に活用する．EAESTP は，東アジアの大学，国際研究機関，企

業との連携のもと，講義，フィールド実習，インターンシップ，研究指導などから構成される環境問題に関する体系的

なカリキュラムを提供する全学共通の大学院教育プログラム（副専攻プログラム）である．EAESTP と本申請課題が連

携し，東南アジア新興国に共通の農業流域圏の水環境劣化の問題を抱えるベトナム紅河流域圏とメコン川流域圏を対象

に，水環境統合管理を基本テーマとして，講義，フィールド実習や研究指導を実施する．これらのフィールド実習や研

究指導には水資源大学の大学院生・若手研究者も参加し，日本人大学院生・若手研究者と協働で作業を実施することで，

両大学の大学院生・若手研究者の国際感覚と実問題解決のための俯瞰的視野を醸成する． 

［研究交流計画の概要］

 
 
①共同研究：両校のスタッフが，「負荷削減」および「GIS 流域解析」，「閉鎖性湖沼」，「閉鎖性海域」，以上の４研究グ

ループを構成し，スタッフ間，研究グループ間で連携し，東南アジア新興国の流域圏を対象とした流域圏水環境統合管

理手法の開発を目指す．その際，九州大学側スタッフが国内外の流域圏でこれまでに蓄積した知見・技術を基に，アジ

アモンスーン地域特有の気象，海象，水文，土地利用，資源利用，流域などの特性や，新興国で共通の特徴である各種

データの寡少性を反映した手法開発を共同で進める．  
②セミナー・国際シンポジウム：共同研究の進捗と成果を本申請課題の参加メンバーで共有するとともに，若手研究者

に切磋琢磨の場を提供するために，初年度はハノイ市で，中間年度にはホーチミン市で，最終年度には福岡市で国際シ

ンポジウムを開催する．併せて，各研究グループが取組中の環境問題をシンポジウム参加者で共有するため，開催地の

紅河流域圏，メコン川流域圏，筑後川流域圏を対象にエクスカーションを実施する．さらに，九州大学東アジア環境研

究機構（RIEAE）が中国と日本国内で交互に毎年開催している International Symposium on the East Asian Environmental 
Problem に特別セッションを設け，成果を RIEAE で共有するとともに RIEAE の他研究グループとの連携拡大を目指す．

これらの国際シンポジウムには相手拠点機関大学以外からも講演者を招聘し，研究の深化と成果の波及を目指す．  
③研究者交流：流域圏水環境研究は，上流の農林業域，中下流の都市周辺の農工業域や閉鎖性水域，河川・用排水路，

沿岸浅海域などの多様なエリアを対象とし，さらに流域圏の水環境，土環境，気象環境，植物環境などに対する広範な

研究手法が求められる．そのため本申請課題には多様な専門性と高度な研究能力，研究実績を有する研究者が多数参画

している．両大学の若手研究者の相互交流を積極的に実施することで，このような研究環境を体感し第一線の研究者と

協働する機会を提供する．併せて，RIEAE の東アジア環境ストラテジスト育成プログラムと連携した講義，フィールド

実習や研究指導を実施することで，博士課程学生や博士研究者などの若手研究者にとって大きな成長の場を提供できる．



                    

                 
 

 

 

［実施体制概念図］

 

 
日本側コーディネーター：平松和昭（九州大学大学院農学研究院・教授），日本側メンバーは p.7 参照． 
ベトナム側コーディネーター：Nguyen Quang Kim（水資源大学・学長），ベトナム側メンバーは p.11 参照． 

（※）WRU Hanoi 校：水資源大学（Water Resources University）ハノイ本校，HCM 校：同大学ホーチミン校 

GIS流域解析グループ

＜役割＞
・流域数値情報の収集
・GIS援用流域モデルの構築
・シナリオ分析

＜日本側メンバー（九州大学）＞
　大槻恭一　　Le Van Chinh
　溝上展也　　井芹晴香（院生）
＜ベトナム側メンバー（ WRU）＞
　Le Chau Ha（Hanoi校）
　Trieu Anh Ngoc（HCM校）

負荷削減グループ

＜役割＞
・排出負荷の定量化
・バイオマス再利用技術
・水質浄化技術

＜日本側メンバー（九州大学）＞
　黒澤　靖　　凌　祥之
　福田信二　　Eljamal Osama
＜ベトナム側メンバー（ WRU）＞
　Doan Thu Ha（Hanoi校）
　Dang Duc Thanh（HCM校）

閉鎖性湖沼グループ

＜役割＞
・３次元流動モデルの構築
・３次元生態系モデルの構築
・シナリオ分析

＜日本側メンバー（九州大学）＞
　平松和昭　　原田昌佳
　Do Thuy Nguyen（院生）
＜ベトナム側メンバー（ WRU）＞
　Nguyen Thi Kim Cuc（Hanoi校）
　Nguyen Thai Quyet（HCM校）

閉鎖性海域グループ

＜役割＞
・３次元流動モデルの構築
・３次元生態系モデルの構築
・シナリオ分析

＜日本側メンバー（九州大学）＞
　大坪政美　　大嶋雄治
　田畑俊範（院生）
＜ベトナム側メンバー（ WRU）＞
　Vu Minh Cat（Hanoi校）
　Le Trung Thanh（HCM校）
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博多湾・瑞梅寺川流域

＜国内海域・流域での知見＞
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＜特徴：博多湾＞
・湾岸域で都市化が進行中
・赤潮の発生，貧酸素水塊の発達
＜特徴：瑞梅寺川流域＞
・福岡市東方農業流域
・九州大学新キャンパスを含む
・急速に都市化が進行中

有明海・筑後川流域

＜特徴：有明海＞
・湾岸域で都市化が進行中
・赤潮の発生，ノリの色落ち
・貧酸素水塊の発達
＜特徴：筑後川＞
・九州最大の河川
・中下流域で都市化が進行中

＜ベトナム海域・流域＞（１） ＜ベトナム海域・流域＞（２）

＜特徴：トンキン湾＞
・湾岸域で都市化が進行中
・水質汚濁が深刻
＜特徴：紅河流域＞
・混住化が進む農業流域
・産業・観光開発が急速に進展
・持続的環境管理計画を模索中

ベトナム北部・紅河流域 ベトナム南部・メコン川流域

＜特徴：沿岸エスチュアリー＞
・沿岸域で都市化が進行中
・水質汚濁が深刻
＜特徴：メコン川流域＞
・自然・農業流域
・産業・観光開発が急速に進展
・持続的環境管理計画を模索中

水
域
・
流
域
特
性
の

相
互
比
較

研
究
対
象
・
研
究
手
順

＜研究＞○東南アジア新興国における流域圏水環境統合管理手法の構築
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＜本事業後＞○東南アジア・東アジア新興国の他の流域圏への適用
　　　　　　○多国間研究教育ネットワークへの拡大
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